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「

賢

治

の

願

い

」

権　

谷　

正　

一

　

と
て
も
大
き
い
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
私
は
注
射
が
苦
手
で

す
。
そ
れ
で
も
先
月
、
移
動
献
血
車
に
て
献
血
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
注
射
が
嫌
い
な
私
が
献
血
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
天
理

高
校
時
代
に
、「
ク
ラ
ブ
の
み
ん
な
で
、
何
か
人
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
！　

そ
れ
な
ら
献
血
を
！
」
と
い
う
展
開
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
ズ
バ
リ
、
勢
い
で
し
た
。
私
の
血
液
型
は
O
型
の
Ｒ
Ｈ
マ

イ
ナ
ス
で
、
数
千
人
に
１
人
と
い
う
貴
重
な
血
液
型
の
た
め
、
過

去
に
は
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
輸
血
の
要
請
が
来
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
限
ら
れ
た
人
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
、
私
に
で
き
る
と
い

う
徳
分
を
神
様
か
ら
頂
い
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

神
様
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
徳
分
を
与
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

徳
分
に
は
、
一
生
与
え
て
頂
く
も
の
も
あ
れ
ば
、
期
間
限
定
の
徳

分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
と
い
う
限
ら
れ
た
年
代
に
は
、
居

る
だ
け
で
周
囲
に
元
気
と
明
る
さ
を
与
え
る
、
覚
え
や
す
く
忘
れ

に
く
い
、
少
々
の
こ
と
は
勢
い
で
克
服
し
、
思
い
も
し
な
い
こ
と

を
成
し
遂
げ
る
、
な
ど
の
徳
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

徳
分
は
、
陽
気
ぐ
ら
し
を
す
る
よ
う
に
親
神
様
が
与
え
て
下
さ
れ

た
も
の
で
、
徳
分
は
ま
さ
し
く
「
宝
」
と
い
え
ま
す
。

２
日　

主
事
会
（
9
時
）

　

〃　

献
血
推
進
研
修
会
（
10
時
）

　

〃　

役
員
会
議
（
11
時
）

８
日　

学
生
担
当
委
員
会
例
会
（
19
時
）

10
日　

学
生
会
例
会
（
10
時
）

　

〃　

青
年
会
教
区
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
（
9
時
）

　

〃　

青
年
会
例
会
（
15
時
）

13
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
半
）

16
日　

よ
う
ぼ
く
成
人
講
座

　
　
　
　
　
　

講
師
・
司
会
者
勉
強
会
（
10
時
）

17
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

　

〃　

祭
儀
式
勉
強
会
（
10
時
）

26
〜
30
日　

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
教
区
団
体

 

宮
澤
賢
治
は
花
巻
が
生
ん
だ
国
民
的
詩
人
、

童
話
作
家
、
或
い
は
農
芸
化
学
者
と
い
う
べ
き

か
、
あ
ま
り
に
多
彩
な
活
動
を
し
た
人
物
だ
。

賢
治
の
名
前
を
知
ら
な
い
人
で
も
、
「
雨
ニ
モ

負
ケ
ズ　

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
で
始
ま
る
こ
の
詩

を
知
ら
な
い
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　

発
生
か
ら
ま
る
８
年
に
な
る
が
、
平
成
23
年

３
月
11
日
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
東
日
本
大

震
災
の
後
、
賢
治
の
詩
は
あ
ち
こ
ち
で
取
り
上

げ
ら
れ
朗
読
さ
れ
た
。
中
で
も
震
災
の
一
カ
月

後
、
ア
メ
リ
カ
の
追
悼
式
典
の
中
で
、
英
語
に

訳
さ
れ
た
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
が
朗
読

さ
れ
た
事
が
多
く
の
国
に
報
道
さ
れ
、
感
銘
を

与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

明
治
29
年
、
賢
治
が
生
ま
れ
た
４
日
後
に
は

陸
羽
地
震
が
起
き
た
。
そ
し
て
亡
く
な
っ
た

昭
和
８
年
に
は
昭
和
三
陸
地
震
に
よ
る
大
津
波

で
、
東
北
地
方
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
生
前
の
賢
治
は
毎
年
の
よ
う

に
冷
害
、
旱
魃
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
飢
饉
や
東

北
の
悲
惨
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
目
前
の
農
民

の
苦
し
み
に
耐
え
か
ね
、
農
家
の
稲
作
指
導
に

も
時
間
を
惜
し
ま
ず
走
り
回
っ
た
無
理
が
健
康

を
害
し
、
病
に
倒
れ
る
も
と
と
な
っ
た
と
も
言

え
る
。

　

賢
治
の
一
生
は
ま
さ
に
自
然
災
害
に
振
り
回

さ
れ
た
東
北
の
歴
史
を
象
徴
す
る
か
の
ご
と
く
、

そ
の
祈
り
は
正
に
東
北
の
復
興
に
他
な
ら
な

か
っ
た
と
思
う
。

　

前
出
の
詩
に
続
い
て
「
東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ

ア
レ
バ
行
ッ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ 

西
ニ
ツ
カ
レ
タ

母
ア
レ
バ
行
ッ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
タ
バ
ヲ
負
イ 

南
ニ

死
ニ
ソ
ウ
ナ
ヒ
ト
ア
レ
バ
行
ッ
テ
コ
ワ
ガ
ラ
ナ

ク
テ
モ
イ
イ
ト
イ
イ 

北
ニ
ケ
ン
カ
ヤ
ソ
シ
ョ
ウ

ガ
ア
レ
バ
ツ
マ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
ヤ
メ
ロ
ト
イ
イ
（
後

略
）
」
と
、
賢
治
は
苦
し
む
人
の
た
め
に
身
を
粉

に
し
て
働
く
人
間
像
を
目
指
し
て
、
生
涯
を
ふ

る
さ
と
の
た
め
に
捧
げ
切
っ
た
人
で
も
あ
る
。

賢
治
は
決
し
て
雨
風
に
負
け
ぬ
頑
健
な
人
で
は

な
く
、
む
し
ろ
虚
弱
で
あ
り
、
欲
も
あ
れ
ば
怒

る
日
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
れ
ば
こ
そ
詩

の
最
後
に
、
「
ソ
ウ
イ
ウ
モ
ノ
ニ
ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ

タ
イ
」
と
い
う
願
い
で
結
ば
れ
て
い
る
。
お
互

い
の
信
仰
の
日
々
も
ま
た
、
人
た
す
け
の
心
、

限
り
な
く
成
人
さ
せ
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

気
仙
31
日
（
日
）
盛
分
13
時
〔
講
師 

権
谷
正
一
〕

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催
予
定
（
３
月
分
）

　

私
は
こ
れ
ま
で
学
生
担
当
委
員
長
と
い
う
、
学
生
層
育
成
の
大

切
な
役
目
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
学
生
自
身
が
自
分

の
徳
分
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
伸
ば
し
て
貰
い
、
生
涯
か
け
て
信
仰

の
歩
み
を
進
め
、
教
会
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
つ
と

め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
岩
手
沢
分
教
会
の
髙
野
慎
司
さ
ん
が
、
今
年
の

１
月
か
ら
岩
手
教
区
学
生
会
委
員
長
と
し
て
、
ま
さ
に
勢
い
と
熱

意
で
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
の
準
備
を
進
め
て
く
れ
て
い
ま

す
。
実
に
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
何
よ
り
も
親
神
様
、
教
祖
が
、

ど
れ
ほ
ど
お
喜
び
下
さ
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
学
生
の
輪
に
、
一
人
も
多
く
加
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
皆
様
の
周
囲
に
お
ら
れ
る
学
生
さ
ん
の
背
中
を
押

し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
１
回
の
参
加
が
学
生
さ
ん
の
人

生
を
変
え
る
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
道
の
次
代
を
担
う
若
人

が
陽
気
ぐ
ら
し
へ
の
歩
み
を
進
め
る
徳
分
を
伸
ば
し
て
頂
け
る
よ

う
、
こ
の
３
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
の

参
加
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

 

学
生
の
徳
分
を
伸
ば
そ
う

信
仰
随
想

ほ 

う
　
　   

ら 

く

法
　
楽

　
　

中

田

俊

次

前
岩
手
教
区
長

学
生
担
当
委
員
長
・
九
戸
支
部
長

【
３
月
分
】

行 

事 

予 

定

長　

野　

道　

男　
　
　

〔
76
歳
〕

　

九
戸
支
部
・
岩
手
久
慈
分
教
会
長

　

平
成
31
年
２
月
17
日
出
直
さ
れ
た
。

瀧　

澤　

キ　

ミ　

ヨ　

〔
91
歳
〕

　

一
関
支
部
・
磐
長
分
教
会
長

　

平
成
31
年
１
月
７
日
出
直
さ
れ
た
。

訃　
　

報
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祭

事

部

　

祭
事
部
は
、
来
る
３
月
17
日(

日)
 

教
務
支

庁
に
お
い
て
、
祭
儀
式
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
葬
儀
に
お
け
る
斎
服(

重
服
・
浄

衣)

の
着
付
け
と
た
た
み
方
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
す
。
な
お
、
着
付
け
は
３
人
１
組
と
な
っ
て

行
い
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
婦
人
の
方
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

３
月
17
日(

日)

10
時

　

会　

場　

教
務
支
庁

　

講　

師　

鈴
木
眞
理
祭
事
部
長

　

受
講
費　

千
円(

昼
食
・
テ
キ
ス
ト
代
含
む)

　

持
ち
物　

斎
服(

重
服
・
浄
衣)

、
衣
装
敷
き

　
　
　
　
　

(

持
参
で
き
る
方)

、
長
襦
袢
、
筆

　
　
　
　
　

記
具

　

服　

装　

ハ
ッ
ピ
、
足
袋(

タ
ビ
ッ
ク
ス)

　

申
込
み　

支
部
で
取
り
ま
と
め
３
月
10
日
迄

　

教
区
青
年
会
で
は
、
左
記
の
要
項
に
て
「
教

区
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
た

ち
ま
す
。
震
災
後
、
実
に
多
く
の
方
が
世
界
中

か
ら
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
私
達
は
た
す
け
合

い
の
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。
震
災
を
後
世
に
語

り
継
い
で
い
く
上
で
も
、
こ
の
岩
手
に
住
ま
う

若
い
教
友
が
一
つ
心
で
つ
と
め
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
頂
き
、

有
意
義
な
時
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

参
加
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

３
月
10
日(

日)

９
時
集
合

　

場　

所　

陸
前
高
田
市
小
友
町
牡
蠣
小
屋
広
田

　

集　

合　

陸
前
高
田
市
小
友
町
小
崎
下
セ
ブ

　
　
　
　
　

ン
イ
レ
ブ
ン

　

対　

象　

青
年
会
員
及
び
Ｏ
Ｂ
（
45
歳
位
迄
）

　

申
込
み　

委
員
長 

相
澤(

0
9
0
-
7
6
6
3
-
7
5
8
1
)

　
　
　
　
　

ま
で

青

年

会

　

祭
儀
式
勉
強
会
【
３
月
17
日
】

献
血
推
進
委
員
会

　

 

「
献
血
ひ
の
き
し
ん
」
実
施
報
告

　

教
区
ひ
の
き
し
ん
デ
ー【

３
月
10
日
】　

　　

【 
教 

区 

】

　

６
月
２
日　

決
算
地
方
委
員
会

　

10
月
30
日　

教
会
長
夫
妻
研
修
会

　

11
月
10
日　

雅
楽
初
心
者
講
習
会

　

12
月
16
日　

行
事
調
整
・
予
算
会
議

　

１
月
16
日　

予
算
地
方
委
員
会

　

２
月
29
日　

祭
儀
式
勉
強
会

　

【 

婦 

人 

会 

】

　

５
月
12
日　

後
継
者
勉
強
会

　

６
月
２
日　

女
子
青
年
リ
ー
ダ
ー
親
睦
会

　

６
月
９
日　

会
員
決
起
の
集
い
（
宮
古
港
分
）

　

６
月
30
日　

会
員
決
起
の
集
い
（
浄
法
寺
分
）

　

７
月
14
日　

会
員
決
起
の
集
い
（

磐

井

分

）

　

９
月
１
日　

会
員
決
起
の
集
い
（
教
務
支
庁
）

　

11
月
２
〜
４
日　

女
子
青
年
団
参

　

【 

青 

年 

会 

】

　

４
月
13
日　

支
部
リ
ー
ダ
ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　

６
月
16
日　

若
者
の
集
い

　

９
月
15
日　

教
区
に
を
い
が
け
デ
ー

　

11
月
17
日　

球
技
大
会
（
室
内
競
技
）

　

２
月
９
日　

ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
理
勉
強
会
２
０
２
０
）

　

３
月
15
日　

教
区
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　

【 

少 

年 

会 

】

　

７
月
21
日　

少
ひ
隊
教
区
練
成
会

　

７
月
28
日
〜
８
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
団
体

　

12
月
１
日　

第
46
回
お
つ
と
め
ま
な
び
総
会

　

３
月
19
日　

わ
か
ぎ
の
集
い

　

５
〜
10
月　

鼓
笛
体
験
教
室
（
於
各
支
部
）

　

【
学
生
会
・
学
生
担
当
委
員
会
】

　

４
月
28
日　

桜
ま
つ
り
（
新
入
生
歓
迎
会
）

　

６
月
２
日　

学
生
層
育
成
者
講
習
会

　

８
月　
　
　

ワ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
2019　
in
山
形

　

９
月
16
日　

道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　

11
月
上
旬　

ま
な
び
ば
教
区
研
修
会

　

11
月
30
日　

第
37
回
学
生
会
総
会

　

11
月
30
日
〜
12
月
１
日　

　
　
　
　
　
　

高
校
生
の
集
い
「
ま
な
び
ば
」

　

２
月　
　

　
　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
秋
田
）

　

３
月
26
〜
30
日

　
　
　
　
　
　

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
団
体

　

【
道
の
教
職
員
の
集
い
】

　

５
月
11
日　

第
44
回
総
会

　

８
月
10
〜
12
日　

第
40
回
夏
の
勉
強
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
成
人
塾
）

　

10
月
19
〜
20
日　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
秋
田
）

　

11
月
16
日　

第
12
回
陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

【 

災 

救 

隊 

】

　

５
月
29
〜
31
日

　
　
　

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
（
秋
田
）

　

10
月
15
〜
16
日　

教
務
支
庁
剪
定
ひ
の
き
し
ん

　

11
月
14
〜
15
日　

支
部
幹
部
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
支
庁
舎
清
掃
）

　

【 

厚 

生 

部 

】

　

４
月
29
日　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
献
血

　

12
月
１
日　

年
末
献
血
ひ
の
き
し
ん

　

２
月
１
日　

年
始
献
血
ひ
の
き
し
ん

　

３
月
２
日　

教
区
献
血
推
進
研
修
会

　

年
末
の
「
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
続
き
、

２
月
２
日
（
土
）「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
２
０
１
９
」
が
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
盛
岡
南
で
各
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
参
加

し
実
施
さ
れ
た
。

　

「
岩
手
教
区
献
血
た
す

け
あ
い
の
会
」
も
、
九
戸
・
二
戸
・
盛
岡
の
３
支

部
よ
り
、
午
前
11
人
、
午
後
９
人
の
参
加
者
を
え

て
、
呼
び
か
け
ひ
の
き
し
ん
を
行
っ
た
。
献
血
者

の
減
少
は
深
刻
と
の
こ
と
だ
が
、
最
近
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
参
加
人
数
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
模
様
。
結
果
は
400　
ml
献
血
者
が
37
人

（
受
付
43
人
）
だ
っ
た
。

　

本
年
も
４
月
29
日
の
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん

デ
ー
に
は
、
教
務
支
庁
に
献
血
車
を
配
車
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
是
非
大
勢
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
」
実
施
さ
る

　

教
区
祭
事
部
は
、
２
月
10
日
、
雅
楽
初
心
者

講
習
会
を
実
施
、
中
学
生
を
含
む
５
人
が
受
講

し
た
。
講
師
は
、
篳
篥
・
田
中
範
道
五
戸
分
教

会
教
人
、
笙
・
権
谷
正
一
南
平
分
教
会
長
、
龍

笛
・
権
谷
一
平
南
平
分
教
会
長
後
継
者
。

　

午
前
は
、
管
ご
と
に
楽
器
の
説
明
に
始
ま
り
、

主
に
『
越
天
楽
』
の
演
奏
を
学
ん
だ
。
午
後
は
、

細
部
に
わ
た
る
指
導
と
な
り
、
最
後
に
合
奏
を

行
っ
た
。
初
受
講
者
も
正
し
い
演
奏
方
法
を
学

び
、
雅
楽
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

最
近
、
教
区
管
内
で
雅
楽
を
入
れ
て
の
葬
儀

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

楽
人
の
育
成
の
上
に
今

後
も
お
心
寄
せ
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

平
成
31
年
度　

教
区
活
動
計
画


